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◆一般質問
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開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

高校生、大学生との
意見交換会を開催!!

延岡商業高校生との意見交換会

九州保健福祉大学生との意見交換会

アンケートでの主な意見
延岡商業高校

九州保健福祉大学

議員の仕事の話を聞いたことがなかったので、とても勉強になった。
政治や選挙に興味を持つようになった。
意見交換会を他の高校や中学校でも行うと、たくさんの意見が出て良いと思う。
バスの本数を増やしてほしい。
働ける所をたくさん紹介してほしい。
遊べる場所が少ない。

・
・
・
・
・
・

若者の議会に対する関心が低いと思う。参加前までは堅苦しいイメージが抜けなかったが、実際に
会って話を聞くととても楽しかった。高校生や中学生との意見交換会を設けると関心が高くなるので
はないかと思う。
定期的に意見交換が行われると、市の発展に繋がるのではないかと思う。
どこでもWiｰFiに繋がる場所があると良い。
路線バスについては、満員で乗車できない場合もあるので、１回あたりの台数を増やしてもらえると
ありがたい。
遊ぶ場所や買い物をする場所も増えてほしいが、自然がきれいな延岡も保ってほしい。

・

・
・
・

・

市
議
会
で
は
︑議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
︑開
か
れ
た
議
会
の

一
環
と
し
て
︑議
会
活
動
の
内
容
を
広
く
市
民
の
皆
様
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
︑議
会
活
動
報
告
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
︒

若
い
世
代
の
意
見
を
聞
き
︑ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
す
る
こ
と

や
議
会
に
親
近
感
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
︑昨
年

度
よ
り
︑九
州
保
健
福
祉
大
学
生
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま

す
︒今
年
度
は
︑新
た
に
高
校
生
と
の
意
見
交
換
を
計
画
し
︑延
岡

商
業
高
校
生
と
意
見
交
換
を
行
い
︑市
政
に
つ
い
て
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
︒



12月議会で決まったこと
12月議会では、一般会計補正予算など38件の議案と意見書１件を可決し、４件の報告を受けました。
また、一般質問では３日間で14名が登壇し、市長の政治姿勢をはじめ、多岐にわたる質疑が活発になされまし
た。なお、平成27年度の決算関係の議案につきましては、11月に決算審査特別委員会を開き、審査を行い、今議会
において各会計決算を認定しました。詳しくは、８ページをご覧ください。

可
決︵
承
認
︶し
た
議
案
と
報
告
な
ど
の
一
覧

議　　案

延
岡
市
議
会
で
は
本
市
だ
け

で
は
、解
決
で
き
な
い
課
題
に
つ

い
て
、地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、

関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
し

て
い
ま
す
。12
月
議
会
で
は
左
記

の
意
見
書
を
可
決
し
、国
に
提
出

し
ま
し
た
。

平成27年度　延岡市一般会計歳入歳出決算の認定　他６件
平成28年度　延岡市一般会計補正予算
平成28年度　延岡市国民健康保険特別会計補正予算
平成28年度　延岡市介護保険特別会計補正予算
平成28年度　延岡市後期高齢者医療特別会計補正予算
平成28年度　延岡市水道事業会計補正予算
平成28年度　延岡市下水道事業会計補正予算
長期継続契約を締結することができる契約を定める条例の一部改正
延岡市個人番号の利用等に関する条例の一部改正
延岡市一般職職員給与条例の一部改正
延岡市特別職職員給与条例の一部改正
延岡市職員の退職管理に関する条例の制定
延岡市職員退職手当支給条例及び延岡市企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部改正
延岡市税条例等の一部改正
延岡市コミュニティバス条例の一部改正
延岡市下水道条例の一部改正
延岡市介護保険条例の一部改正

市道の路線廃止（３路線）
市道の路線認定（９路線）
議決事項の一部変更（西階公園陸上競技場インフィールド・走路改修工事）
指定管理者の指定（延岡市川中コミュニティセンター）他６件
延岡市一般職職員給与条例及び延岡市企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部改正
延岡市職員の育児休業等に関する条例の一部改正
延岡市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
議決事項の一部変更（西階公園陸上競技場インフィールド・走路改修工事）※追加提案分

専決処分の報告（車両損傷事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）他３件

報告案件

延岡市議会議員の定数・報酬の削減及び費用弁償の見直しを求める陳情（継続審査）

請願・陳情

意
見
書
を

国
に
提
出
！

森
林
・
林
業
基
本
計
画
に
掲

げ
る
施
策
の
推
進
に
向
け
、

平
成
29
年
度
当
初
予
算
に

お
い
て
必
要
な
予
算
を
十

分
に
確
保
す
る
こ
と
。

1
、

森
林
吸
収
源
対
策
の
推
進

に
つ
い
て
は
、安
定
財
源
の

確
保
に
係
る
新
た
な
仕
組

み
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い

る（
仮
称
）森
林
環
境
税
を

早
期
に
創
設
す
る
こ
と
。

2
、

地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め

の
税
を
活
用
し
た
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

の
利
用
に
係
る
予
算
の
拡

充
、ま
た
、森
林
吸
収
源
対

策
と
し
て
措
置
さ
れ
た
地

方
財
政
措
置
の
拡
充
を
図

る
こ
と
。

3
、

延岡市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な
支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正

森
林
・
林
業
基
本
計
画
の

推
進
に
関
す
る
意
見
書

3



おもな議案の委員会審査内容を報告します!!
12月定例会の議案審査の一部について、概要や委員会での市当局との質疑・応答等を掲載します。

※表題の括弧内は審査を担当した委員会です。

（総務財政委員会）
地方自治法第244条の2第3項の規定に基づき、公の施設の管理を行う指定管理者を
指定するもので、「延岡市道の駅北方よっちみろ屋」ほか３施設の指定管理者に、「のべ
おか道の駅株式会社」を指定するもの。　※3つの道の駅について、経営統合を行う。

上記の他にも様 な々質疑応答が行われた後、議員間による討議が行われ、北川
はゆまを中心とした現在の道の駅の経営状況、経営統合のメリットに関する意見
など、様 な々議論が交わされました。
その結果、委員会としては、今回の道の駅等の統合においては、トップマネジメ
ント体制の強化により、さらなる経営の効率化を図るとともに、統合の効果をより
発揮するため、各施設間の情報の共有、仕入れの体制及び会計事務における勘定
科目の統一など、経営の細部の一体化も早期に進めていただきたい、との点で意
見が一致し、採決の結果、全員異議なく原案のとおり可決しました。

問
平成29年１月１日の統合後に開催される予定の株主総会において、取締役
が選任され、その後、取締役会において、代表権を持つ会長、社長が選任
されることとなるが、今回、新たに設ける会長は、会社業務の全般を統括す
る最高経営責任者、社長は、業務の最高執行責任者としての位置付けを考
えている。
　また、社長については、常勤とし、経営に専念してもらうことにより、トッ
プマネジメント体制の強化が図られるよう協議を行っているところである。

答

道の駅を運営する第三セクターについては、売上の増加に見合った収益
が確保できていない状況も見られるが、新会社においては、その点を考
慮した経営方針が検討されるのか。

問

統合後の経営については、統合による相乗効果やスケールメリットを活か
しながら、売上増を図り、地域貢献や地域振興の拠点といった、道の駅本
来の機能を強化することを目的としていきたい。
そのために、常勤の社長が、各施設に目を行き届かせることができるような
トップマネジメント体制となるよう協議を行っているところである。

答

統合によるメリットを８項目掲げているが、今後、その具体的効果など
について、どのように精査するのか。

問

答

概
要

主
な
質
疑
・
応
答

審
査
結
果

 これまでも、年度ごとに管理運営状況についての報告が行われているの
で、市の所管課において、その内容を精査するとともに、経営状況について
は、市のホームページへの掲載等も行っている。
これに加え、新会社発足後は、市と会社が経営状況等を協議する場を月１
回程度設けるので、その場においても統合の効果等について確認を行って
いきたい。

「延岡市道の駅北方よっちみろ屋」、「延岡市浜木綿村」、
「延岡市道の駅北川はゆま」及び「延岡市ホタルの里休暇村」

にかかる「指定管理者の指定」

統合後の「のべおか道の駅株式会社」の役員体制は、どのようになるのか。
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市 政 を 問 う !!市 政 を 問 う !!
12
月
6
日

12
月
7
日

12
月
8
日

●「内藤とうがらし」の栽培
●プラネタリウム館運営再開
○子ども子育て協議会方向性　他

小田忠良議員（無所属）

●新庁舎周辺整備
●道の駅経営統合
○県有体育施設　他

甲斐行雄議員（友愛クラブ）

●JRのワンマン運行
●過重労働解消
○ハマボウフウの保護　他

太田　龍議員（社民党市議団）

●自衛隊駐屯地の誘致
●土々呂町の津波避難施設
○イベント支援の見直し　他

稲田雅之議員（自民党きずなの会）

●職員の時間外勤務
●（仮称）松田丈志記念プール
●城山北駐車場　他

白石良盛議員（自民党きずなの会）

●北川の霞堤閉鎖の所見
●西郷どんの大河ドラマ決定
○霞堤からの災害ゴミ対策　他

松本哲也議員（社民党市議団）

●今後の市政運営
●アスリートタウン
●消防体制の充実　他

松田満男議員（自民党きずなの会）

●ICT環境整備実態調査
●教員のICT活用
●ICT環境整備の計画　他

内田理佐議員（自民党きずなの会）

●五ヶ瀬川タイムライン
●避難者の状況把握
○道路冠水の孤立住宅対策　他

田村吉宏議員（友愛クラブ）

●東九州バスク化構想
●ひむか神話街道ルート設定
●発達障がい者支援　他

佐藤裕臣議員（自民党きずなの会）

●電光掲示板の設置
●一ケ岡Ａ団地の駐車場不足
●豪雨時の水没車両対策　他

西原茂樹議員（公明党市議団）

●南延岡駅整備
●県道稲葉崎平原線４車線化
○延岡南道路

吉本　靖議員（友愛クラブ)）

●林業成長産業化地域指定
●大河ドラマ「西郷どん」
●市職員の再任用　他

北林幹雄議員（自民党きずなの会）

●子どもの医療費助成
●買い物弱者対策
○マイナンバー制度の問題点　他

平田信広議員（日本共産党）

議員14名が
一般質問 

※質問の一部を掲載します。 
※○は未掲載 

12
月
6
日
質
問

﹁
内
藤
と
う
が
ら
し
﹂の
栽
培

︻
答
︼ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
計
画
が

あ
る
よ
う
な
の
で
、大
き
な
期
待

を
し
て
い
る
。

︻
問
︼
内
藤
と
う
が
ら
し
は
︑新
宿

の
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
譲

り
受
け
た
実
を
元
に
︑栽
培
を
開

始
し
て
い
る
︒現
在
で
は﹁
内
藤

と
う
が
ら
し
特
産
化
推
進
会
議
﹂

を
発
足
さ
せ
︑栽
培
や
加
工
開
発

を
行
っ
て
い
る
が
︑所
見
は
︒

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
運
営
再
開

︻
答
︼
投
影
可
能
に
な
っ
た
と
聞
い

て
い
る
の
で
、ミ
ニ
ラ
イ
ブ
シ
ア
タ
ー

の
設
備
の一つ
と
し
て
、有
志
の
皆

様
方
の
意
見
も
踏
ま
え
、活
用
方

法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

︻
問
︼
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
︑市
内

の
専
門
家
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
に
よ
り
修
理
さ
れ
︑星
座
の
投

影
が
可
能
と
な
っ
た
︒光
学
式
の

ア
ナ
ロ
グ
で
は
あ
る
が
︑活
用
で

き
る
の
で
︑再
開
に
つ
い
て
の
考

え
は
︒

今
後
の
市
政
運
営

︻
答
︼
重
要
な
テ
ー
マ
が
山
積
し
、

私
自
身
も
そ
れ
ら
に
大
き
な
思
い

入
れ
を
持
っ
て
い
る
。こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
つつ
、市
の
将
来
の
た

め
に
ど
う
す
べ
き
か
考
え
て
い
く
。

3
月
定
例
会
ま
で
に
は
明
確
に

し
た
い
。

︻
問
︼
6
月
議
会
で
同
僚
議
員
が
︑

市
長
の
多
選
に
つ
い
て
質
問
し

た
が
︑6
ヶ
月
経
っ
た
現
在
の
考

え
は
︒

ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン

︻
答
︼
長
期
計
画
の
必
要
性
は
理

解
し
て
い
る
が
、当
面
は
既
存
施

設
改
修
で
長
寿
命
化
を
図
る
。現

段
階
で
策
定
は
難
し
い
。

︻
問
︼
西
階
総
合
運
動
公
園
施
設

整
備
の
長
期
計
画
は
︒

消
防
体
制
の
充
実

︻
答
︼
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、市

南
部
地
域
へ
の
救
急
車
配
備
を

想
定
し
た
新
た
な
消
防
体
制
の

構
築
に
向
け
て
、数
ヶ
所
の
候
補

地
を
選
定
し
、建
設
予
定
地
の
絞

り
込
み
を
行
って
い
る
。

︻
問
︼
消
防
署
所
の
適
正
配
置
は
︒

東
九
州
バ
ス
ク
化
構
想

︻
答
︼「
地
産
地
活
」を
基
本
姿
勢

に
掲
げ
、地
元
農
水
産
物
の
産
地

化
・
消
費
拡
大
等
、産
業
振
興
策

と
し
て
、大
き
な
効
果
を
生
み
出

せ
る
と
考
え
る
。

︻
問
︼
東
九
州
バ
ス
ク
化
構
想
の

効
果
は
︒

ひ
む
か
神
話
街
道
ル
ー
ト
設
定

︻
答
︼
県
北
地
域
を
神
話
の
ふ
る

里
と
し
て
効
果
的
に
発
信
す
る

た
め
、高
千
穂
、延
岡
、日
向
で
日

向
神
話
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
た

神
話
観
光
づ
く
り
に
取
り
組
む

よ
う
県
に
働
き
か
け
た
い
。

︻
問
︼
ひ
む
か
神
話
街
道
ル
ー
ト

の
設
定
に
つ
い
て
︑県
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
︒

発
達
障
が
い
者
支
援

︻
答
︼
市
は
、小
中
学
校
に
支
援
員

を
30
名
配
置
し
て
い
る
。今
後
も

適
切
な
配
置
に
努
め
る
。

︻
問
︼
全
国
で
発
達
障
が
い
と
い

わ
れ
る
小
中
学
生
の
4
割
は
︑支

援
を
受
け
て
い
な
い
が
︑延
岡
市

の
支
援
の
状
況
は
︒

新
庁
舎
周
辺
整
備

︻
答
︼
市
民
の
皆
様
の
駐
車
場
の

確
保
の
た
め
、西
別
館
並
び
に
付

属
建
物
を
解
体
撤
去
し
、そ
の
跡

地
を
駐
車
場
と
し
て
整
備
す
る
。

ま
た
、こ
れ
に
併
せ
て
、野
口
記
念

館
西
側
の
駐
車
場
も
一
体
的
に
整

備
す
る
。

︻
問
︼
新
庁
舎
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
に
伴
い
︑来
庁
者
も
大
幅
に
増

加
し
て
い
る
︒駐
車
場
を
中
心
に

今
後
の
整
備
を
含
め
た
対
応
は
︒
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延岡−佐伯間を走行中の特急電車

12
月
7
日
質
問

︻
答
︼
会
社
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
で
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
迅
速
な

意
思
決
定
が
可
能
に
な
る
。各
道

の
駅
の
効
率
的
な
経
営
も
可
能

に
な
り
、業
績
の
底
上
げ
も
図

れ
、ひ
い
て
は
、指
定
管
理
料
の
低

減
化
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

道
の
駅
経
営
統
合

︻
問
︼
経
営
統
合
に
よ
る
効
果
は
︒

︻
答
︼
国
と
連
携
し
、過
労
死
等
の

防
止
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
布

し
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

過
重
労
働
解
消

︻
問
︼
11
月
は
過
重
労
働
解
消

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
だ
っ
た
︒本

市
の
取
り
組
み
状
況
は
︒

︻
答
︼
台
風
の
外
水
氾
濫
に
か
か

る
一
次
案
、中
小
河
川
の
氾
濫
、内

水
を
加
え
た
二
次
案
、更
に
土
砂

災
害
を
加
え
た
最
終
案
を
今
後

5
年
間
程
度
を
目
処
に
作
成
し

て
い
く
。

五
ヶ
瀬
川
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

︻
問
︼
五
ヶ
瀬
川
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

の
完
成
時
期
は
︒

︻
答
︼
団
地
全
体
の
余
剰
地
等
を

活
用
し
た
駐
車
場
整
備
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

一
ケ
岡
A
団
地
の
駐
車
場
不
足

︻
問
︼
駐
車
場
が
不
足
し
て
い
る

が
︑見
直
し
の
考
え
は
︒

︻
答
︼
市
内
の
各
地
で
水
没
車
両

が
あ
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
が
、把

握
は
し
て
い
な
い
。

豪
雨
時
の
水
没
車
両
対
策

︻
問
︼
台
風
16
号
で
は
︑多
く
の
車

が
水
没
し
た
が
︑発
生
場
所
・
原

因
・
台
数
を
把
握
し
︑水
没
対
策

を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
︒

︻
答
︼
現
在
、本
市
と
自
衛
隊
と
の

連
携
は
円
滑
に
行
わ
れ
て
お
り
、

誘
致
で
は
な
く
、連
携
強
化
に
努

め
て
い
き
た
い
。

自
衛
隊
駐
屯
地
の
誘
致

︻
問
︼
国
防
だ
け
で
な
く
︑大
規
模

な
自
然
災
害
や
事
故
な
ど
に
対
し
︑

迅
速
な
対
応
を
行
う
た
め
︑本
市

へ
の
自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致
の
考
え

は
︒

︻
答
︼
区
長
や
、住
民
の
皆
様
か

ら
、様
々
な
意
見
要
望
を
頂
い
て

い
る
の
で
、そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、

ど
の
よ
う
な
避
難
施
設
が
望
ま

し
い
か
、今
後
十
分
検
討
し
て

い
く
。

土
々
呂
町
の
津
波
避
難
施
設

︻
問
︼
同
施
設
は
︑現
在
の
伊
形
支

所
の
駐
車
場
に
作
り
た
い
と
の

こ
と
で
あ
る
が
︑支
所
︑消
防
署

出
張
所
を
入
れ
た
︑総
合
施
設
と

し
て
整
備
す
る
考
え
は
︒

︻
答
︼
す
べ
て
和
式
で
高
齢
者
、障

が
い
者
に
相
当
の
負
担
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

南
延
岡
駅
整
備

︻
問
︼
多
目
的
ト
イ
レ
及
び
洋
式

ト
イ
レ
の
設
置
の
考
え
は
︒

︻
答
︼
設
置
に
つ
い
て
は
、8
千
万

円
以
上
か
か
り
、県
営
陸
上
競
技

場
に
も
無
い
。現
在
使
用
し
て
い

る
大
型
の
タ
イ
マ
ー
掲
示
板
で
対

応
し
た
い
。

電
光
掲
示
板
の
設
置

︻
問
︼
市
議
会
は
︑10
月
12
日
に
初

め
て
延
岡
商
業
高
校
生
と
の
意
見

交
換
会
を
実
施
し
た
︒そ
の
中
で

生
徒
か
ら
︑西
階
陸
上
競
技
場
に

電
光
掲
示
板
の
設
置
の
要
望
を
受

け
た
が
考
え
は
︒

︻
答
︼
避
難
所
運
営
マ
ニュ
ア
ル
で
、

屋
外
班
が
、各
指
定
避
難
所
周

辺
に
お
い
て
、車
や
テ
ン
ト
で
生
活

し
て
い
る
屋
外
避
難
者
の
状
況
把

握
を
行
う
。

避
難
者
の
状
況
把
握

︻
問
︼
延
岡
市
地
域
防
災
計
画
に

お
い
て
︑指
定
避
難
場
所
以
外
の

避
難
者
の
状
況
把
握
は
︒

︻
答
︼
J
R
九
州
に
よ
る
と
、経
営

の
改
善
や
安
定
化
の
一つ
と
し
て

検
討
を
し
て
い
る
。本
市
は
Ｊ
Ｒ

J
R
の
ワ
ン
マ
ン
運
行

︻
問
︼
J
R
内
部
で
は
4
両
編
成

の
特
急
の
ワ
ン
マ
ン
運
行
を
検
討

し
て
い
る
よ
う
だ
︒
交
流
人
口
増

大
を
目
指
す
本
市
に
は
︑
高
速
道

路
と
鉄
道
は
な
く
て
は
な
ら
ず
︑

乗
客
の
安
全
確
保
上
︑
ワ
ン
マ
ン

運
行
は
非
常
に
危
惧
さ
れ
る
が
考

え
は
︒

︻
答
︼
大
型
の
提
示
装
置
、無
線

L
A
N
、授
業
用
パ
ソ
コ
ン
整
備
、

教
職
員
の
研
修
等
を
段
階
的
に

行
って
い
く
。

I
C
T
環
境
整
備
の
計
画

︻
問
︼
今
後
の
整
備
計
画
は
︒

︻
答
︼
教
育
用
パソ
コ
ン
は
、12
人
に

1
台
と
全
国
や
県
の
平
均
を
大

き
く
下
回
っ
て
い
る
。ま
た
、電
子

黒
板
の
割
合
は
1
校
あ
た
り
0.3

台
、校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
率
は
43.0
％

と
全
国
や
県
平
均
よ
り
も
低
い
。

I
C
T
環
境
整
備
実
態
調
査

︻
問
︼
小
中
学
校
に
お
け
る
I
C
T

環
境
整
備
の
実
態
は
︒

︻
答
︼
教
員
の
研
修
受
講
割
合
は
、

国
の
調
査
で
27.1
％
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
て
指
導
す
る
能
力
が
あ
る
」

と
回
答
し
た
割
合
は
68.9
％
で
、県

平
均
を
下
回
る
。今
後
は
、県
と

連
携
し
、機
器
を
効
果
的
に
活
用

し
た
授
業
づ
く
り
の
研
修
を
取

り
入
れ
た
い
。

教
員
の
I
C
T
活
用

︻
問
︼
I
C
T
を
活
用
し
た
本
市
の

指
導
力
向
上
の
取
組
は
︒

九
州
と
連
携
し
、中
心
市
街
地
の

賑
わ
い
創
出
や
公
共
交
通
の
結

節
点
の
利
便
性
向
上
の
た
め
に
、

駅
周
辺
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

る
。安
全
性
確
保
に
つ
い
て
は
、働

き
か
け
る
。

　
そ
の
他
の
地
域
や
場
所
で
の
屋

外
避
難
者
に
対
し
て
は
、緊
急
速

報
メ
ー
ル
や
Ｆ
Ｍ
の
べ
お
か
な
ど
を

通
じ
、避
難
状
況
を
災
害
対
策
本

部
や
指
定
避
難
場
所
へ
連
絡
す

る
こ
と
で
、食
料
品
等
の
物
資
支

給
や
保
健
師
訪
問
の
対
策
を
図

る
。

【
注
1
】
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︻
注
3
︼

コ
ン
ペ

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
略
︒

複
数
人
数
の
製
品
・
評
価
を
競

い
合
わ
せ
︑優
れ
た
も
の
を
選

ぶ
こ
と
︒ 用

語
解
説

︻
注
1
︼

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

い
つ
︑誰
が
︑何
を
す
る
の
か

を
︑あ
ら
か
じ
め
時
系
列
で
整

理
し
た
防
災
行
動
計
画
の
こ
と
︒

︻
注
2
︼

県
道
稲
葉
崎
平
原
線

稲
葉
崎
町
か
ら
平
原
町
に
至

る
県
道
︒市
の
中
心
部
を
通
る
︑

旧
国
道
10
号
で
あ
る
︒

4
車
線
化
は
︑延
岡
警
察
署

前
交
差
点
か
ら
平
原
２
丁
目
交

差
点
ま
で
の
1,800
メ
ー
ト
ル
の
区

間
で
計
画
さ
れ
て
い
る
︒

県
道
稲
葉
崎
平
原
線
4
車
線
化

︻
答
︼
路
線
測
量
、詳
細
設
計
、用

地
測
量
が
完
了
し
、今
年
度
か

ら
家
屋
・
工
作
物
調
査
等
を
行

い
、準
備
が
整
っ
た
箇
所
か
ら

用
地
交
渉
に
入
る
予
定
と
聞
い

て
い
る
。

︻
問
︼
現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
工
程
は
︒

城
山
北
駐
車
場

︻
答
︼
各
種
イ
ベ
ン
ト
時
は
、早
朝

か
ら
無
料
開
放
し
て
い
る
。ま
た
、

そ
れ
以
外
に
つ
い
て
も
、事
前
連

絡
を
受
け
、9
時
前
の
ゲ
ー
ト
解

放
も
実
施
し
て
い
る
。

︻
問
︼
観
光
振
興
の
た
め
︑午
前

9
時
か
ら
の
入
場
時
間
を
早
め

て
は
︒

林
業
成
長
産
業
化
地
域
指
定

︻
答
︼
年
度
内
に
公
募
が
行
わ
れ
、

外
部
有
識
者
を
含
め
た
コ
ン
ペ
方

式
に
よ
る
審
査
会
を
経
て
、平
成

29
年
4
月
後
半
に
は
選
定
が
完

了
す
る
こ
と
に
な
って
い
る
。

︻
問
︼
政
府
は
︑林
業
成
長
産
業

化
地
域
指
定
を
新
規
事
業
と
し

て
計
画
し
て
い
る
が
︑こ
れ
に
対

す
る
取
り
組
み
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
︒

大
河
ド
ラ
マ﹁
西
郷
ど
ん
﹂

︻
答
︼
原
作
者
の
林
真
理
子
さ
ん

と
脚
本
家
の
中
園
ミ
ホ
さ
ん
に

手
紙
を
書
き
、本
市
を
紹
介
し

て
頂
く
よ
う
に
お
願
い
し
た
。

︻
問
︼
平
成
30
年
の
大
河
ド
ラ
マ

﹁
西
郷
ど
ん
﹂へ
の
働
き
掛
け
は
︒

市
職
員
の
再
任
用

︻
答
︼
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
と
組
織
力
の
更
な
る
強
化

に
繋
が
る
よ
う
取
り
組
む
。

︻
問
︼
再
任
用
職
員
の
知
識
︑経

験
︑能
力
を
ど
う
活
用
す
る
の
か
︒

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

︻
答
︼
拡
充
し
て
い
く
方
向
性
が

望
ま
し
い
こ
と
か
ら
、前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

︻
問
︼
平
成
27
年
度
か
ら
子
ど
も

の
医
療
費
は
︑入
院
で
小
学
生
ま

で
助
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

当
初
予
算
を
大
幅
に
下
回
る
決

算
が
出
て
い
る
た
め
︑中
学
生
ま

で
の
助
成
の
考
え
は
︒

買
い
物
弱
者
対
策

︻
答
︼
民
間
業
者
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
成
り
立
つ
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
。三
北
地
域
に

お
い
て
、ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
さ

せ
る
た
め
に
は
、一
定
の
補
助
が
必

要
と
考
え
、補
助
事
業
を
創
設
し
、

︻
問
︼
A
コ
ー
プ
一
ケ
岡
店
が
一

部
地
域
で
移
動
販
売
車
の
運
行
を

始
め
︑大
変
好
評
の
様
で
あ
る
︒市

と
し
て
も
取
り
組
む
よ
う
求
め
て

い
た
が
︑普
及
の
取
り
組
み
は
︒

西
郷
ど
ん
の
大
河
ド
ラ
マ
決
定

︻
問
︼
西
郷
隆
盛
を
主
人
公
と
し

た
大
河
ド
ラ
マ
の
決
定
を
受
け
︑

北
川
の
霞
堤
閉
鎖
の
所
見

︻
答
︼
県
は
、流
域
全
体
の
治
水
安

全
度
へ
の
影
響
が
大
き
く
、河
川

整
備
計
画
の
抜
本
的
な
見
直
し

が
必
要
で
あ
る
。市
と
し
て
は
、県

に
対
し
、河
床
掘
削
や
適
切
な
維

持
管
理
を
要
望
し
て
い
く
。

︻
問
︼
上
流
域
と
下
流
域
で
は
︑

被
害
に
大
き
な
差
を
感
じ
る
住

民
も
多
い
︒霞
堤
の
閉
鎖
も
検
討

し
て
は
︒

職
員
の
時
間
外
勤
務

︻
答
︼
時
間
外
勤
務
を
行
う
場

合
、職
員
が
午
後
2
時
ま
で
に
時

間
外
勤
務
の
申
請
を
行
っ
た
上
で

所
属
長
が
確
認
し
、命
令
を
行
う

こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
。時
間

外
労
働
が
月
80
時
間
を
超
え
る

ケ
ー
ス
は
、平
成
26
年
度
が
63

人
、平
成
27
年
度
が
59
人
で
あ

る
。

︻
問
︼
職
員
の
超
過
勤
務
時
間
の

実
態
は
︒

︵
仮
称
︶松
田
丈
志
記
念
プ
ー
ル

︻
答
︼
来
年
度
に
実
施
設
計
、地

︻
問
︼
東
海
中
学
校
に
お
け
る
記

念
プ
ー
ル
再
整
備
の
具
体
的
計

画
は
︒

【
注
2
】

12
月
8
日
質
問

西郷隆盛宿陣跡資料館

移動販売車

と
と
も
に
、洋
式
ト
イ
レ
整
備
の

要
望
も
粘
り
強
く
行
い
た
い
。

質
調
査
を
実
施
し
た
い
。建
設
は

国
の
補
助
を
活
用
予
定
で
早
く

て
も
平
成
30
年
度
と
考
え
て
い

る
。

積
極
的
に
関
わ
る
考
え
は
︒

︻
答
︼エ
ン
ジ
ン
01
の
講
師
で
あ
っ
た

原
作
者
の
林
真
理
子
さ
ん
や
、脚

本
家
の
中
園
ミ
ホ
さ
ん
と
の
ご
縁

や
観
光
大
使
で
あ
る
西
郷
隆
盛

の
ひ
孫
の
西
郷
隆
夫
さ
ん
の
力
添

え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、県
や
関

係
団
体
と
連
携
の
も
と
情
報
収

集
を
行
い
、関
係
者
へ
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
い
く
。

事
業
の
提
案
を
広
く
募
集
し
て
い

る
。

【
注
3
】
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編
集
後
記

27年度各会計決算をチェック
９月議会から継続審査としていた平成２７年度各会計決算は、１２月議会において「一般会計」「国民健康保険特別
会計」「介護保険特別会計」「後期高齢者医療特別会計」は賛成多数で、「食肉センター特別会計」「水道事業会計」
「下水道事業会計」については、全員異議なく認定（上下水道事業会計については、原案可決及び認定）しました。
本決算は、議長と監査委員（議会選出）を除く２７名で構成する決算審査特別委員会を設置し、１１月に３日間かけて
監査委員の意見などを参考に慎重に審査しました。内２日間は常任委員会ごとに構成する４つの分科会に分けて審査
を行いました。各分科会での質疑応答の一部を掲載します。

2
0
1
7
年
元
旦
、天
候
に

も
恵
ま
れ
、穏
や
か
な
酉
年
を

迎
え
ま
し
た
。酉
年
は
羽
ば
た

く
年
、そ
し
て
成
熟
し
た
果
実

を
収
穫（
取
り
込
む
年
）す
る
景

気
の
良
い
年
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
羽
ば
た
く
酉
年
の
初
日
、

全
日
本
実
業
団
対
抗
駅
伝
大
会

に
お
い
て
旭
化
成
チ
ー
ム
が
18

年
ぶ
り
22
回
目
の
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。古
豪
復
活
！
多
く

の
延
岡
市
民
、宮
崎
県
民
が
待

ち
に
待
っ
た
優
勝
で
は
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
か
。先
頭
を
走
る

勇
気
、そ
し
て
、世
界
へ
羽
ば
た

く
選
手
た
ち
の
元
気
な
走
り
に

大
い
に
感
動
し
ま
し
た
。

昨
年
、祖
母
・
傾
・
大
崩
山
周

辺
地
域
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
登
録
に
向
け
、国
内
推
薦
さ

れ
ま
し
た
。登
録
が
決
ま
れ
ば
、

国
内
は
も
と
よ
り
世
界
中
か
ら

注
目
さ
れ
、地
域
内
で
は
環
境

保
全
と
調
和
し
た
農
林
業
振
興

や
観
光
振
興
等
が
図
ら
れ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

明
る
い
話
題
の
多
い
今
年
、

議
会
だ
よ
り
も
皆
様
に
少
し
で

も
多
く
親
し
ま
れ
る
よ
う
紙
面

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
T
・
O
）

クリーンリサイクルタウン事業 3,100万円
ごみ講座の実施や生ごみ処理容器機器購入補助、各
地区と連携したごみステーション管理等の取組を実施し
た。また、不法投棄対策として看板の設置等を行った。

様 な々啓発を行っているが、不法投棄や資源物の
持ち去り等の対策はどのように行っているのか？

Q

不法投棄対策としては、パトロールを実施しており、
また、資源物の持ち去りについては、パトロールの
実施に加えて、区長からの要望により、職員がごみ
ステーションにおいて早朝の立ち番指導等を行っ
ている。

A

ふるさと納税を活用した特産品PR事業 1,878万円

8,000万円

高速道路開通を契機として、地場産品等を全国に情報
発信していくため、ふるさと納税における特産品の贈呈を
開始し、また、貼付するデザインシールを製作した。

今後、ますます他自治体との競争が激しくなると考
えるが、返礼品の品目を増やすことはできないの
か？

Q

返礼品については、地域振興と本市のＰＲに資す
るものとして、今年度、特産品として野菜・果物の９
品目等を追加した。今後も定期的に関係課との協
議を行いながら、内容の充実に努めていきたい。

A

乳幼児医療費助成事業 2憶2,039万円
乳幼児期の疾病等の治療にかかる経費の一部を助成
することにより、乳幼児の保健福祉の増進と健全な育成
を図った。また、平成27年度から、小学生については、入
院についても助成を開始した。

対象範囲を拡大した結果、入院にかかる助成の
実績はどうだったのか？

Q

平成27年度の実績は86件で、助成金額は527万
円となったところである。

A

市道整備事業
市の景気対策事業として、舗装工事等を行った。

臨時景気対策として実施する事業において、舗装
工事が多い理由は何か？

Q

短期間で効果が現れるので、舗装工事を主たる
工事としているためである。

A

故

氏

甲
斐 

英
孝

を
悼
む

元
市
議
会
議
員
の
甲
斐

英
孝
氏
が
、去
る
10
月
18

日
に
78
歳
で
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

甲
斐
氏
は
、昭
和
62
年

に
初
当
選
さ
れ
、経
済
企

業
委
員
会
委
員
長
な
ど
を

歴
任
さ
れ
た
後
、平
成
10

年
か
ら
1
年
間
、ま
た
、平

成
18
年
か
ら
１
年
間
は
副

議
長
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
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